
 
地域密着型金融の取組事例 2010年 10月 

「ちゃぐりんキッズクラブ」（滋賀県）JA東びわこ 

タイトル 「ちゃぐりんキッズクラブ」 

 JA名 JA東びわこ（滋賀県） 

1 動機 

（経緯） 

「JA食農教育プラン」を基に、次世代を担う子供たちに、JAと地域が一体とな

り、人権・環境を考え学び、食のあり方・農のあり方を伝えていくことを目的に、

「ちゃぐりんキッズクラブ」の活動を展開しています。 

2 概要 「ちゃぐりんキッズクラブ」は、JA 管内 27 の小学生を対象として、社団法人

家の光協会発行の「いのち・自然・食べ物・健康・農業の大切さ」を小学生向け

に伝える雑誌「ちゃぐりん」をテキストとして活用し、食と農などに関する学習

をして理解を促進するための様々な活動を行っています。（1・2年 年 2回 3・

4年 年 11回 5・6年 年 3回） 

3 成果 

（効果） 

「ちゃぐりんキッズクラブ」の活動を通じて、子どもたちに食のあり方、いの

ちの大切さを学び、感謝の気持ちを持つこと、ものを大切にすることなどの感性

豊かな育成に貢献しています。 

 また、次世代対策として、JAを理解し農業へ興味をもてる活動（農作物を作る

楽しさ）や、JAとの信用・共済・経済の各事業等の取引拡大に繋げています。（信

用事業では、お金の大切さ、共済事業では、交通事故等の怖さ、経済事業では、

Ａコープ商品の利用や旅行事業の利用など） 

4  今後の

予定（課題） 

JAは総合事業であり、組合員・地域住民の方々にすべての事業の利用を呼びか

け、JA事業の展開に地域一丸となって取組んでいくことが課題であります。 

今後は、地域密着型の地産地消による農業の発展と地域活性を目指していきま

す。 

 信用事業におきましては、JAバンクとして教育資金の定期積金やローンの充実

を図り、心豊かな子どもたちの成長を応援していきます。 

 

【写真】JA本店見学            【写真】マコモタケ植え 

    


